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（清水町）清水ミライ自分ごと化会議（情報発信①） 議事メモ 

日時 令和２年６月２８日（日）9時30分から11時45分まで 

場所 各自オンライン参加 

その他 全体コーディネーター 

伊藤伸（構想日本） 

コーディネーター 

渡辺浩二（十勝の未来を考える自治体職員の会：芽室町職） 

ゲストナビゲーター 

中田華寿子（アクチュアリ株式会社代表取締役、構想日本理事） 

ナビゲーター 

藤谷満伸（十勝の未来を考える自治体職員の会：大樹町職） 

オブザーバー 

下保朋子（企画課広報広聴係長） 

中澤優人（企画課広報広聴係主事） 

参加者数 ７名 

傍聴者数（町民）０名、（町外）０名、（報道）０名 

事務局 

 前田 真（企画課長）、川口二郎（企画課長補佐）、 

田村幸紀（企画課政策企画係長）、木村翔（企画課政策企 

画係主事）、川岸祐仁（構想日本） 

 

趣旨・概要 

第５回目のテーマは「少子高齢化・情報発信」 

（１） 最初の３回は、アンケート結果で「まちの強み」をテーマに、１テーマを１回の開催

で完結させてきたが、第４回からはアンケートで意見が多く出た「少子高齢化」と「情

報発信」といった、「まちの課題」について議論を進めるため、３回継続して同一テー

マで議論する。 

（２） 情報発信では、町民アンケートやこれまでのミライ会議においても共通して挙げられ

た内容であることから、現在の情報発信方法等の整理をした中で、今の時代にあった

発信方法を検討した上で、個人・地域・行政それぞれの立場から何が必要かを考える。 

  

 前回の班をさらに２つに分け、オンラインで会議を実施した。これまでの会議の振り返りを

行ったのち、ナビゲーター及びオブザーバーを交えて前回と同じテーマでグループ討議をおこ

なった。 
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これまでの振り返り 

清水町の第６期総合計画（１０年計画）を作成するにあたり、いろいろな住民から意見を聞

くために無作為抽出という手法を使ってこの自分ごと化会議を行ってきた。この計画を作るプ

ロセスの中にいろいろな人に関わってもらい、「自分ごと化」として捉えてもらうことを目的

としている。去年の７月からスタートし今日が５回目となる。最初の３回は清水町の強みを中

心に議論をしてきた。４回目以降については課題として取り上げられた部分について単発では

なく３回通して議論していくこととした。今日は「情報発信」班になる。前回の改善提案シー

トを取りまとめた結果、「情報発信の内容と方法」「コンテンツの使い方」「商店街の活性化」

の３つを現状の課題として意見が出ていた。前回は発散の回ということで「自分たちが町内で

受け取る情報のこと」「清水町の強みを町外へ発信すること」の２つの視点で様々な意見を出

してもらった。今回もこの２つの視点を中心に情報発信の手法について議論していければと思

う。１０年後の社会も考えながらいろいろな手法を考えていただければと思う。 

 

テーマについて議論（高齢化対策） 

事務局、オブザーバーより資料説明。 

ゲストコーディネーターより話題提供。 

 

コ：行政は多くの情報を発信しているが、なぜ町民に伝わってないという印象があるのか。ま

たコロナ関係の情報はどこからの情報が一番役に立ったか。 

 

メ①：役場の広報は全体を簡単に見て、興味のある部分のみ細かく見る。特に町議会の部分を

見るが、一辺通りの質疑しか書いていない。もっと内容があると思うので、本当はそこが知り

たい。町民が役場に写真等を提供し、広報やホームページに載せる仕組みがあると良いと思う。

公園で子どもが遊んでいる様子等を載せると施設紹介にもなると思う。情報収集の関係で町内

会に参加する役場職員が少ない。町内会を通して、住民と役場職員の情報交換をする機会にも

なる。 

 

メ②：清水町に転入する際にホームページを見たが、その後継続して見ることはなかった。広

報で必要最小限の情報を得られるため、ホームページは見ない。情報を受け取る側が対話を始

める姿勢がないといけない。コロナの情報は学校教育関係の回覧で回ってくる。役所文言ばか

りでどこを見てよいかわからない。そこをなんとかしてほしい。 

 

メ③：コロナ期間は病院へ通っており、ストレスが溜まることが多かった。 

 

メ④：前回の総合計画の作成にも携わったが、これまでの１０年間でどう進歩したのか見えて

こない。これまでの歴史を踏まえて議論をすることが大切。会議に出席する人にも理解できる
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ようにしてほしい。町内のどこに問題があるか把握していない。清水の良いことだけでなく悪

いところも掘り出さなければならない。大きな問題が山積しているため、どのようにして改善

するのか洗い出す必要がある。ごみの問題や環境問題などマイナス面の情報発信もしなければ

ならない。それぞれの地域の歴史を広報で取り上げてもらいたい。町を理解することにつなが

る。１人１人の意見が広報に反映できるような仕組みを考えてほしい。みんなが行政に参画す

る１つの手段になると思う。 

 

メ⑤：清水町の魅力はたくさんあると思うが、清水に住んでいる人が気づいていない。広報は

毎月１通り見る。広報に清水町のイベントや魅力をもっと入れた方が良い。必要な情報につい

てはホームページからピンポイントで収集できるので、広報をより魅力的なものしていってほ

しい。コロナの情報は様々なところで報道されているが、理解度合いが個人で全然違う。情報

を伝える方法、伝わる度合いをもっと勉強した方が良い。 

 

メ⑥：広報はあまり見ない。親から自分に関係のある部分を教えてもらう。すべてが必要な情

報ではないため、情報を選択して見るのも時間がかかる。コロナではテレビや知り合いとの連

絡で情報を得ることも多かった。 

 

メ⑦：広報を改めて見たが、広報モニターという町民の声が返ってくるコーナーがある。広報

で知り合いが出ているとほっとする。広報モニターの人が言っている雰囲気を伝えることで、 

誰かが町に意見などを言っていると伝わりやすい。これによって広報モニターに対して返信が

くるかもしれない。そこから町民同士の意見交換につながると思う。イベントの開催情報は広

で確認するが、イベントの様子は勝毎から情報を得る。広報だと時間がかかるが、勝毎だと２

～３日で情報を得ることができる。新聞は発言した人の人となりが伝わりやすい。書き方、取

り上げ方を工夫することで今ある情報をよりよく伝えられと思う。コロナの情報は意図的に取

らないようにしていた。子どもがいるため、教育関係の情報のみを取るようにしていた。学校

から直接メールがくるシステムがあったため、不便ではなかった。各自の判断で情報を使い分

けることができるのではないかと思う。 

 

コ：町内会の役割は大事だと思う。前回は行政の発信について意見があったが、今回は町民か

らの発信について意見があった。十勝に十勝毎日新聞というローカル誌があるのは強みかもし

れない。 

 

ゲ：ホームページを継続的に見ないということは、見る必要がないということ。それはある意

味生活情報が既に届いているため、自ら情報を求める必要がない町だという印象を受けた。広

報を見ている人がたくさんいる要因は、生活をしていく上で必要な情報を掲載していることで

はないかと思う。ホームページと広報の両方に全ての情報を載せてしまうと、混乱してしまう
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恐れもあるため、ホームページを見ない人が多いことをネガティブに捉える必要はないと思う。 

 

コ：現在は広報やホームページ情報を発信しているが、新たな情報発信の手法がないか。デジ

タル機器から情報を得る人がこれからどんどん増えていくと思う。これから時代が変わってい

く中で、どんな情報発信の手法があるのか。行政だけではなく誰が発信するのが効果的か。 

 

メ①：高齢者になってくると人と人との関係になってくる。町内にもし子どもがいればそこか

ら情報を得る。ペーパーによる配布を町がタイムリーに行うことが望ましい。 

 

メ②：ホームページを見ないのはホームページが嫌いということではない。広報で情報が足り

ている。ホームページを見たときに更新されていないと、がっかりする。ホームページにどん

な情報がどんなタイミングで更新されるかわかると、もっと見ると思う。ただしこれまでの話

を聞くと、広報に色々な情報を載せた方がみんなに伝わるのではないかと思う。 

 

メ④：情報発信で一番大事なことは、なぜ発信するのか目的を明確にすることが重要。情報量

が多ければ良いというものではない。情報を発信するためには費用もかかるため、最小限度の

情報を発信してほしい。小学生でも広報を見られるように工夫をしてほしい。 

 

メ⑤：町民に月一回等しく広報が届くため、これからは広報を充実させていくことが重要。発

信するものを広報にして、住民からの反応を受け取るためにＳＮＳを活用して間口を広げてお

くことが大切。広報の中で住民からの反応を載せることで、ＳＮＳを始めるきっかけになるか

もしれない。紙媒体とＳＮＳの仲介になれば良い。 

 

メ⑥：これから時代が変わっていく中で、新しい技術への素早い対応が求められる。しかし、

全ての町民がそこに対応できるわけではないため、紙媒体の情報発信も大切だと思う。 

 

メ⑦：アナログなものは非常時に強いので、残すための工夫をしてほしい。 

 

事：昔は一方的に情報を届けるだけだった。今は町民が求めている情報と行政が伝えたい情報

にギャップが生じてきていると感じた。中田さんの話の中で「文化は人同士の対話から生まれ

る」という話が印象的だった。これからはどのように対話型の広報活動を進めていけるかが大

切だと感じた。 

 

全コ：情報をフロー（今知りたい情報）とストック（必要な時に調べる情報）に分けたときに

広報はこの中間地点にあたる気がする。広報を見る比率が高いため、これをどう活用していく

か。他の自治体のアンケートによると、広報を手にとってはいるが、情報の認知度が低かった。
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これを分析すると情報量が多く、余白が少なすぎたためであることに気がついた。その後情報

量を７割に減らしてみたところ、情報の認知度が高くなった事例がある。ＳＮＳで代替できる

情報を減らし、必ず知ってもらいたい情報を広報に残した。広報の情報は誰に伝えたいものな

のか明確にするべき。 

 

ゲ：広報を見ている人が多いので、これからより見やすい広報を作っていくことになると思う。

全ての情報を広報に入れてしまうと、ページ数が多くなる、作業が多くなる、印刷代がかさん

でしまう。そこで広報以外で役場にやってほしい情報発信の手法があれば教えてほしい。 

 

メ⑦：テレビのサブチャンネルに自治体の情報を流してみるのはどうだろうか。理想は町民全

員へタブレットを配布できれば良いと思う。 

 

事：テレビのサブチャンネルを使った広報は試験的に取り組んでおり、６チャンネルのｄデー

タで清水町の情報が見られるようになる。これまでは行政が一方的に情報を伝えてきたが、情

報量を減らしながら、本当に知りたいことだけを伝えるために町民からの協力が必要になって

くると思う。現在のモニター制度を更に充実させて、町民ライターのページを作ってみるとい

う考えもあるが、町民の負担にもつながるため実現できていない。町民との対話型の広報媒体

を作っている自治体の事例はあるか。 

 

全コ：ホームページの構成をフェイスブックに変えて、すべてのページに町民からのリアクシ

ョンを受け取れるようにし、今一番見られているページや人気のある記事を常にランキング形

式で公表している事例がある。町民が欲しい情報と外から魅力に思われている情報を町民側が

気づける仕組みになっていた。また、今回の会議のように無作為に選ばれた人たちがモニター

に変わっていく仕組みをしている事例もある。 

 

事：無作為抽出で選ばれた人たちが「清水町に対して思う事」みたいなものをリレー形式でコ

ラム化しても良いのではないかと感じた。新聞などでもランキングを出している。清水町も参

考にできればと思う。中田さんは民間で広報を担当していたと思うが、相手側の知りたいこと

と企業側の出したい情報のマッチングはどうしていたのか。 

 

ゲ：実際にお客様に意見を聞いた。また、お客様になってくれなかった人の意見も聞いた。「な

ぜ」を深掘りしていかないと解決方法は見つからない。地道な意見交換が大事。 

 

全コ：意見を聞くのは行政の役割となると思うが、少子高齢化班で議論のあった地域の中での

つながりが弱まっているためどうしたらよいかという話で行政も積極的に意見交換しなけれ

ばならないが、地域としても意見交換しなければならないという意見があった。行政だけで話
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を聞くのは限界があるため、これからは地域の人が聞き手となって、出てきた意見を行政へ伝

える仕組みができると、地域でみんなが聞いて、みんなで変えていく雰囲気が出てくるのでは

ないかと感じた。 

 

メ⑤：広報を作る役場の担当者が遊び心を持って、もっと大胆なことをしても良いのではない

かと思う。 

 

メ④：平等にやる必要性はないと思う。広報担当者が遊び心を持ってやることで、清水町独特

の広報ができるかもしれない。広報は町の顔でもあるので、独自性を大切にしてほしい。将来

的にＡＩの活用も考えてみてほしい。 

 

メ②：対話が重要だと感じた。 

 

メ①：タブレットの配布の意見が非常に良いと思った。シナリオの無い会議のため、これから

どのように総合計画に反映されるかわかりにくい。これまでの途中経過とこれからの計画を教

えて欲しい。 

 

メ⑥：町民と役場の結びつきが重要で、みんなで広報を作っていければ良いと感じた。 

 

メ⑦：この会議が自分で情報を取りにいくための第１歩となった。自分の声をこの町は聞いて

くれるというバトンを他の人にもつないでいこうと思う。 

 

ゲ：具体的なアイデアが出てきたところが良かった。それぞれ清水町民としてこうして欲しい

と伝えられたところが今日の会議の成果ではないかと思う。清水町の職員はみんなの声を聞く

という姿勢がすごくある町だと感じた。みんなで作った総合計画というものになれば良いと思

う。 

 

全コ：今日議論してきたことは町民と行政がどうコミュニケーションを図るかにつながると思

う。ＳＮＳと対面でのコミュニケーションをどう使い分けていくか、これからのコミュニケー

ション戦略を総合計画に盛り込めれば良いと思う。今までの議論がどのように総合計画につな

がるのかについて、これから町への提案書を作成して、町へ提出する予定となっている。この

提案書を受けた上で総合計画を作っていくことになる。 

 

コ：情報発信がテーマだったが、今日の議論の中で行政の情報を聞く姿勢が重要という意見が

あった。これからは「広報」と「広聴」のあり方のバランスを「広聴」に向けていくことが大

事と感じた。 
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（清水町）清水ミライ自分ごと化会議（情報発信②） 議事メモ 

日時 令和２年６月２８日（日）13時00分から15時45分まで 

場所 各自オンライン参加 

その他 全体コーディネーター 

伊藤伸（構想日本） 

コーディネーター 

渡辺浩二（十勝の未来を考える自治体職員の会：芽室町職） 

ゲストナビゲーター 

中田華寿子（アクチュアリ株式会社代表取締役、構想日本理事） 

ナビゲーター 

藤谷満伸（十勝の未来を考える自治体職員の会：大樹町職） 

オブザーバー 

下保朋子（企画課広報広聴係長） 

中澤優人（企画課広報広聴係主事） 

参加者数 ４名 

傍聴者数（町民）０名、（町外）０名、（報道）１名 

事務局 

 前田 真（企画課長）、川口二郎（企画課長補佐）、 

田村幸紀（企画課政策企画係長）、木村翔（企画課政策企 

画係主事）、桂井那津未（企画課政策企画係主事）、川岸祐仁（構

想日本） 

 

趣旨・概要 

第５回目のテーマは「少子高齢化・情報発信」 

（１） 最初の３回は、アンケート結果で「まちの強み」をテーマに、１テーマを１回の開催

で完結させてきたが、第４回からはアンケートで意見が多く出た「少子高齢化」と「情

報発信」といった、「まちの課題」について議論を進めるため、３回継続して同一テー

マで議論する。 

（２） 情報発信では、町民アンケートやこれまでのミライ会議においても共通して挙げられ

た内容であることから、現在の情報発信方法等の整理をした中で、今の時代にあった

発信方法を検討した上で、個人・地域・行政それぞれの立場から何が必要かを考える。 

  

 前回の班をさらに２つに分け、オンラインで会議を実施した。これまでの会議の振り返りを

行ったのち、ナビゲーター及びオブザーバーを交えて前回と同じテーマでグループ討議をおこ

なった。 
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これまでの振り返り 

清水町の第６期総合計画（１０年計画）を作成するにあたり、いろいろな住民から意見を聞

くために無作為抽出という手法を使ってこの自分ごと化会議を行ってきた。この計画を作るプ

ロセスの中にいろいろな人に関わってもらい、「自分ごと化」として捉えてもらうことを目的

としている。去年の７月からスタートし今日が５回目となる。最初の３回は清水町の強みを中

心に議論をしてきた。４回目以降については課題として取り上げられた部分について単発では

なく３回通して議論していくこととした。今日は「情報発信」班になる。前回の改善提案シー

トを取りまとめた結果、「情報発信の内容と方法」「コンテンツの使い方」「商店街の活性化」

の３つを現状の課題として意見が出ていた。前回は発散の回ということで「自分たちが町内で

受け取る情報のこと」「清水町の強みを町外へ発信すること」の２つの視点で様々な意見を出

してもらった。今回もこの２つの視点を中心に情報発信の手法について議論していければと思

う。１０年後の社会も考えながらいろいろな手法を考えていただければと思う。 

 

テーマについて議論（高齢化対策） 

事務局、オブザーバーより資料説明。 

ゲストコーディネーターより話題提供。 

 

コ：清水町の強みを町外へ発信することについて意見をいただきたい。またコロナの情報はど

こからの情報が一番役に立ったか。 

 

メ①：人によって必要な情報や受け取り方が違う。様々な角度から情報を発信するために色々

な人が発信することがより良い情報発信につながると思う。コロナでは新聞やホームページの

情報を基に感染防止対策を念頭に活動していた。 

 

メ②：「伝える」と「伝わる」の区別が非常に大事だと感じた。住民からの発信について正確

性も重要なため、町民が直接発信するのではなく、一定のルールやどこかを介して情報を伝え

ることが大事。コロナではマスコミの情報が早かったが、全国統一の情報であり、地域によっ

ては正確性が欠ける情報も多かったため、混乱することがあった。 

 

メ③：全年齢に向けての情報発信が難しいと感じた。正しい情報を同じ速度で伝えるにはどう

したらよいか考えなければならない。情報のまとめ方を工夫する必要がある。コロナではネッ

トから情報を得ていた。どれが正確な情報か見分ける努力をしている。 

 

メ④：テレビや新聞で情報を得ることが多い。ネットが苦手なため、覚える努力をしていきた

い。高齢者に手厚い町だと感じる。子育て環境も良い。奨学金への補助金制度の活用が増えれ
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と、若い人の定住につながるため人口減少の対策になる。住みよい町なため、この魅力を発信

することで清水町に住む人が増えれば良いと考えている。 

 

コ：当初のアンケートの中でも、清水町の魅力が外に発信できていないという町民の声が多か

った。なぜ清水町の魅力が上手に発信できていないのか。誰がどのような手法を使って発信す

ればよいのか。 

 

メ③：わかりやすく、キャッチーなフレーズが必要。町の魅力を町民全体で共有することが大

事ではないかと感じる。 

 

メ①：人の興味は人それぞれのため、たくさんの情報を詰め込むのではなく、その人が必要な

情報をわかりやすく伝える方法が良いと思う。また色々な情報ツールがあるので、あらゆるも

のを活用して伝えることや農業者や消費者など様々な立場の人が伝えることがより良い情報

発信につながると思う。 

 

ナ：町のＰＲが下手だという意見が多かった。大樹町も行政が良いＰＲをしているわけではな

く、町の中で宇宙・ロケットという取り組みがある。この情報を発信しているのは、ロケット

を作っている人やそれを応援している地域の人達であり、この取り組みがメディアに取り上げ

られたため有名となった。行政が主体ではなく、地域全体で取り組んでいることが外へのＰＲ

につながっている。堀江さんのことが全国的な話題となり、町の名前を売ってくれた部分もあ

る。役場が発信する情報も必要なことだと思うが、更に地域の人たちの情報が町の魅力発信に

つながると感じる。 

 

コ：大樹町は町を応援している人が魅力を発信している。どのようにして町を応援する人達を

増やしていくのかが大事なことだと思う。 

 

ゲ：それぞれがそれぞれのストーリーを発信していく方法もあるが、１つの象徴的なものをみ

んなで言い続けるという方法もある。町を応援してもらうために統一したイメージやコンセプ

トを作ると効果的である。この統一したイメージやコンセプトを軸にそれぞれが情報発信して

いくと良いと思う。 

 

メ②：郷土愛をテーマに授業を行った。食や自然に関する意見が多かった。これは子ども達が

実際に感じたことだけではなく、親や周りの人が言っていることに影響されている部分もある

のではないかと思う。 

 

事：当初のアンケートで清水町の強みは「食と農業」という意見が多かった。全道のご当地グ
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ルメグランプリで３連覇をした十勝若牛を使った「牛玉ステーキ丼」や全国的に有名な牛トロ

フレークを使った「牛トロ丼」もあり、「肉の町」としてＰＲを続けている。また町民全員が

ベートーヴェンの「第九」を歌うことができる文化の町でもある。さらにアイスホッケーがと

ても盛んな町であり、これらが清水町の売りになるのではないか。 

 

ゲ：キャッチーなフレーズで特徴を言えると良いという意見があったため、それぞれのテーマ

で作ってみると良いかもしれない。それをツイッターのハッシュタグ等で拡散していくのも良

いのではないかと感じた。 

 

コ：キャッチフレーズは町民が考えた方が良いと思う。また資料にもあった太田市の情報誌の

ように、町民だけで情報誌を作るとそのようなフレーズが生まれるかもしれないため、おもし

ろいのではないかと感じた。 

 

事：この情報誌を見て、自分の住んでいる町について知らないことがたくさんあると感じた。

太田市の情報誌は一例ではあるが、自分たちの町の良いところに目を向ける良いきっかけにな

ったと感じる。 

 

コ：情報発信の手法が重要ではなく、町の魅力を掘り下げていくことで、自然と町外へ発信に

されていくものではないかと感じている。町の強みである食や農業、文化、スポーツに携わっ

ている当事者の思いを発信することが良いのではないか。もし太田市のように情報誌を作ると

したら、町民はどんな反応をすると思うか。 

 

メ③：個人的には情報誌を見る機会もあるため興味がある。また他の町について、人ではなく

情報誌から情報を得ることもあるため良いと思う。 

 

ゲ：町外へ発信をする場合、紙媒体での発信をするのか。ネットを使った発信をするのか。紙

だとどうしても印刷費用や発信までに時間がかかるが、みなさんはどう考えているか。 

 

メ②：上手に発信するとはどういうことか。全年齢への発信を考えると１つの手法だけではだ

めだと思う。誰が発信するかという話で太田市の市民ライターの話は良い事例で今はこういう

部分がすごく必要だと思う。誰か働きかける人が必要だと感じる。情報誌は若者向けではない

かもしれないので、これをデジタル化するなどの工夫は必要かもしれない。 

 

メ①：ＳＮＳに馴染みがない人がたくさんいると思う。この人たちがＳＮＳに触れるためのき

っかけを作る方法を検討していければと思う。 
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ゲ：今の子ども達は生まれたときからデジタルがあったデジタルネイティブなため、慣れ親し

んでいる。これからはこの子ども達が社会をリードしていく。ネットに馴染みがない人に対し

て、行政がネットの触れるきっかけ作りできれば良いと思った。この２つの層を分けてアプロ

ーチすることが大切。 

 

全コ：行政が主体になると良くないと思っている。行政の役割はコンテンツを磨くことと町の

中にいる人と人をつなげることだと思う。他の自治体の住民協議会の事例で「歴史と文化の活

かし方」というテーマで議論したときにご当地カルタというアイデアが出たため、これを自治

体に提案書として提出した。この議論をしたメンバーが協力してご当地カルタを作った。コン

テンツがあると知った中でどうやって伝えていくかという良い事例だと思う。町の強みの背景

を伝えていくことで、このような町民ができる仕組みができれば良いと思う。 

 

コ：この会議が終わった後も、参加者たちがつながっていくような仕組みも大事だと思う。 

 

全コ：大樹町の宇宙への取り組みの経緯を教えて欲しい。 

 

ナ：３５年前に航空宇宙関連の企業誘致を始めた。その中で堀江さんが作ったインターステラ

テクノロジスという会社が実験を始めたのがきっかけ。これを町も協力していくことで、取り

組みが加速していった。従業員のほとんどが大樹町に住んでいる。 

 

全コ：この取り組みに対しての町民はどう感じているか。色々な自治体のシティプロモーショ

ンを見てきた中で外に目を向けがちで、中に住んでいる人の満足度が高くない。そのため一過

性になってしまうケースが多い。 

 

ナ：大樹町が宇宙への取り組みを進めていることを町民はあまり知らなかったが、メディアで

の報道や従業員が町民と触れ合うことで広まっていった。 

 

事：人と人とのつながりがシティプロモーションや町外への発信の肝になると感じた。町民に

親しまれているスポーツや文化をしている人が直接発信することも良いが、そういった活動に

興味を持つ町外の人やインフルエンサー的な人が町に寄ってくるような活動をすることが大

事だと思う。町民との距離が近いという強みを生かして、町民が町を誇りに思っているという

ことを外に向けて発信するための支援ができれば良いのではないかと感じた。 

 

事：情報が一方通行になってはいけないと感じた。これからは対話型の方法が必要になる。双

方向性を持ったホームページや広報を作っていければと思う。 
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全コ：１ヶ月間の清水町と大樹町のツイートの件数を調べてみると、清水町は１日平均１０件、

大樹町は５０件のつぶやきがあり、大樹町がいかに多いかわかる。 

 

事：行政は自由な発信ができない。町民が自由に町の魅力を発信する人が増えれば、町外への

情報発信につながると思う。 

 

コ：清水町の魅力を町外に発信していくためにどうしたらよいか、改めて今日気がついた部分

を教えてほしい。 

 

メ④：自分の感じたことを周りに発信していきたい。 

 

メ③：住民個人で発信していくのは難しい。清水町の魅力を自然と話せるようになれば良い。

町への興味や魅力を集めて発信できる場やきっかけがあると良いと思う。 

 

メ②：清水町の魅力に対して町民は自信を持っているため、もっと外に出て発信していけば良

いと思う。 

 

メ①：町の魅力を前面に押し出して発信していければと思う。また、他の町との差別化が図れ

るような魅力の発信も必要。人の興味は様々なため、色々な文化やスポーツ発信をしていく。

また、発信する人を増やせるような環境づくりができれば良いと思う。 

 

ゲ：清水町の情報発信の仕方はわかりやすいと感じた。住民の話を聞く姿勢のある良い町だと

思う。文化は人から作られると信じている。大樹町の魅力はロケットではなく、そこに関係す

る人たちのドラマが象徴となって注目されていると思う。清水町の人間臭い思いを象徴したも

のが文化やスポーツにつながってくると思うので、町民それぞれの思いを大事に積み上げてい

くことが必要。そこを役場がコーディネートしていくと良いのではないか。 

 

全コ：中田さんの話題提供の中でフロー（今知りたい情報）とストック（必要なときに調べた

い情報）の話があった。単発の情報をホームページにストックしておくことで、町の全ての情

報がホームページから得られるので良いのではないかと思う。行政のホームページは公平性が

重要視されるが、変な意味での公平性は排除した方が良い。太田市の市長は不公平であるべき

と言っており、それが魅力につながっている。 

 

コ：外向きの情報発信だけでなく、地元の人にどのように影響を及ぼせるか。郷土愛をテーマ

に子ども達へ授業で取り組んでいるのはすごく良いと思う。このような取り組みから町を好き

になり、将来的に発信力にもつながると感じた。 
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